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第 1学年 図画工作科学習指導案

1年

指導者

授業場

22名

尾崎 友香

株田沙耶香

1年教室

1 題材名 いろいろならべて<A表現 (1)造形遊び・B鑑賞>

2 題材設定の理由

本題材は,ペットボ トルキャップの形や色から並べ方を思い付き,いろいろ試す中で好きな並べ方を見

付ける活動である。児童にとつて,ペ ットボ トルキャップは,普段何気なく見たり触れたりしている身近

な材料である。いろいろな色のたくさんのペットボ トルキャップを用意し,並べ方や積み方を試行錯誤し

たり友達や友達の作品と関わつたりする中で,自 分の好きな並べ方を見付けることをねらいとしている。

本学級の児童は,素直で明るく,学校での様々な活動に意欲的に取り組んでいる。絵をかいたり,工作

をしたりすることが好きな児童も多く,図画工作科の時間を楽しみにしている。 7月 に行つた「ひかりの

くにのなかまたち」では,材料の色セロハンに興味をもち,細かく切つてまぜたり,色を重ねて新しい色

をつくつたり工夫しながら,一人一人が手や体全体を働かせ,動物やおばけなど自分だけのなかまたちを

つくる活動を楽しんでいた。また,生活科の「水で遊ぼう」では,水鉄砲や船,動物型のシャワーなど,水

遊びのおもちゃを考え,材料を集めておもちゃ作りを行つた。水遊びに適した材料を自分たちで考え,形

を工夫しながらそれぞれが思い付くままに表現し,意欲的に取り組んでいた。しかし,活動を積極的に楽

しみ,す ぐに取りかかる児童がいる一方で,自 分の作りたい物がわからなかつたり,自 信がなく活動に躊

躇したりしてしまう児童もいた。そこで,友達と共感したり,材料からイメージを膨らませ,自 分らしい

表現や活動の面白さに気付いたりすることによつて,造形活動の楽しさを味わつてほしいと考え,本時を

設定した。

指導に当たつては,児童が思いのままに並べたり積んだり,思い付くままに活動できるように,十分な

材料と活動場所を設定する。また,個人での活動が中心になりやすいため,活動の途中に相互鑑賞の時間

を設けることにより,友達の並べ方にも関心をもつて,よ いと感 じたものは自分の活動に取り入れるなど,

豊かに発想を広げられるようにしていきたい。また,活動が進まない児童には,友達の並べ方や積み方を

見せたり教師が一緒に並べたり積んだりして,自 分の思いが表現できるようにしたいと考える。

3 題材の目標

(1)。 いろいろな色のペットボ トルキャップを並べる活動を通して生まれる,形や色の組み合わせ方,並
べ方の面白さに気付く。

・形や色に着日し,手や体全体の感覚を働かせながら,活動を工夫する。   (知 識及び技能)

(2)・ 材料の形や色,大きさなどの特徴をもとに造形的な活動を思い付き, どのように活動するかを考

える。

。自分や友達の表し方について造形的な面白さを感じ取つたり考えたりし, 自分の見方や感じ方を

広げる。                          (思 考力,判断力,表現力等)

(3)ペットボ トルキャップの形や色に関心をもち,並べ方を試 しながら,楽 しく取り組もうとする。

(学びに向かう力,人間性等)



4 題材の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

。た くさんのペ ッ トボ トルキャ

ップを並べる活動を通 して生

まれ る,形や色の組み合わせ

方,並べ方の面白さなどに気付

いている。

・ 形や色に着 目して材料 を並ベ

るなど,手や体全体の感覚を働

かせながら,活動を工夫 してつ

くつている。

・ペットボ トルキャップの形や

色などの特徴を基に造形的な

活動を思い付き,どのように活

動するかを考えている。

・自分や友達の表 し方について

造形的な面白さを感 じ取つた

り考えたりして,自 分の見方や

感 じ方を広げている。

ペ ッ トボ トルキャップの形や色

に関心をもち,ペ ットボ トルキャ

ップの並べ方をいろいろ試 しな

がら,楽 しく取 り組 もうとしてい

る。

5 指導と評価の計画 (全 2時間 本時2/2)
時

間
ねらい 。学習活動 評価の観点 評価方法等

1 ペットボ トルキャップを並べた

り,積んだりする活動を楽しむ。

□ ○

国 ◎

□ ○

ペットボ トルキャップを並べる活動を

通して生まれる,形や色に着日してい

る様子を観察する。

(観察,作品)

材料の形や色,大きさなどの特徴を基

に造形的な活動を思い付き, どのよう

に活動しているかを観察したり,問い

かけたりして把握し,記録に残す。

(観察,作品,対話)

ペットボ トルキャップの形や色に関心

をもち,楽 しく取り組もうとしている

様子を観察し,指導に生かす。

(観察,対話 )

2 ペ ットボ トルキャップの並べ方

や積み方を工夫 して表す。

本時の活動を振 り返る。

□ ○

国 ◎

・形や色に着 日してペ ットボ トルキャッ

プを工夫 して並べている様子 を観察

し,指導に生かす。

(観察,対話,作品)

・友達の作品から造形的な面白さを感 じ

取 り,並べ方をいろいろ工夫 した り,

好きな並べ方を見つけた りしている様

子を活動全体を通 して観察 し,把握 し

て記録を残す。

(観察,作品)

O題材の評価規準に照らして,適宜,児童の学習状況を把握し指導に生かす。

◎題材の評価規準に照らして,全員の学習状況を把握し記録に残す。



6 本時

(1)日 標

ペットボ トルキャップを工夫して並べたり積んだりする中で好きな並べ方を見付けるとともに,友達

や自分がつくつた形や色の面白さを感 じることができる。

(2)展開

学習活動 指導上の留意事項 学習活動における具体の評価規準 評価方法

本時の学習への意

欲をもち,めあてを確

認する。

今までにつ くつたそ

れぞれの活動の成果を

見ながら,前時の学習を

振り返り,本時の活動の

めあてをもたせる。

観察

対話

発言

作品

観察

発言

もつと ならべて つんで たのしもう。

新 しい材料を加え

て,ペットボ トルキャ

ップをいろいろ並ベ

たり積んだりする。

本時の活動 を振

返る。

活動がさらに広がる

ように,透明のカップを

加える。ペットボ トルキ

ャップは色 ごとにまと

めて並べ,児童が選択し

やすいようにしておく。

並べ方や積み方など,

工夫 された表現を互い

に紹介しあい,参考にで

きるようにする。

互いの表現を楽しみ ,

形や色の工夫や面白さ

を感 じることができる

ようにする。

ペ ットボ トルキャッ

活動を通 して生まれる

組み合わせ方,並べ力

着 目して,手や体全体

かせ,並べ方をいろい

好きな並べ方を見付け

自分や友達がつ くて

組み合 わせ の面 白さ

る。 【思考・判断・

プを並べる

,形や色の

の面白さに

の感覚を働

ろ工夫 し,

ている。

【技能】

)た形や色の

を感 じてい

表現 (鑑賞)】

(3)評価及び指導の例

「十分満足できる」と判断できる状況 いろいろな色のペットボ トルキャップを効果的に使つて,長

並べたり高く積んだり工夫しながら,楽 しんで表現している。

自分や友達がつくった形や色の面白さを感じ,友達にも伝え

うとしている。

「おおむね満足できる」状況を実現する

ための具体的な指導

一緒に活動 した り

ら見せた りして ,

友達の並べ方や積み方を見せた り,教師が

して自分の思いが表現できるようにする。

友達の発言を聞いた り,いろいろな場所カ

面白さを感 じることができるようにする。



第 1学年分科会    公開授業記録

小松島市児安小学校 尾  崎  友  香

小松島市児安小学校 株  田 沙 耶 香

題材名 いろいろ ならべて<A表現 (1)造形遊び 口B鑑賞>
目 標 ペ ッ トボ トルキャップを工夫 して並べた り積んだ りする中で好きな並べ方を見付けるとと

もに,友達や 自分がつ くった形や色の面白さを感 じることができる。

展 開  (本  時 2/2)

教 師 の は た ら き か け 児 童 の 反 応

3時間 目は何 をつかいま したか。

キャップで何 をつ くりま したか。

写真 をとつたので見て くだ さい。

(①～⑥の写真を貼る。)

どうしているか見てね。

(写真①を見せながら)ま っすぐ長 く

ならべていますね。

(写真②を見せながら)同 じ色でどん

どんならべて子もいましたね。

(写 真③を見せながら)に じ色。いろ

いろな色をつかつてカラフルなにじ色に

ならべたね。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○  (写真④を見せながら)こ れはどうか

な。

ゆるくカーブ して曲がっています。

(写真⑤を見せながら)こ の子はどう。

いろいろな色をな らべて,何 の下にあ

るのかわかる。

よく見ると机の下をくぐつている人 も

いました。

(写 真⑥ を見せなが ら)重ねる。 どん

どん高 く積んでいきま した。

今 日は,一つお助 け兵器 をた します。

これ,透明カップをか してあげます。

このカップがあつたら, どんなことが

○

○

○

○

○

○

キャップ

ならべた。

○ 重ね とる。

山ができる。

で こぼこにでき

〇

〇

○

○

○

全種類つかつてる。

に じ色。

曲がってる。

カラフル。

1月i。

る 。

○

○



教 師 の は た ら き か け 児 童 の 反 応

できる。

○ どうしてもお助 けがほ しい ときのお助

けマンとして置いておきます。大事な と

きにつかつてね。

○ 新 しい材料が入 つたのでめあてが少 し

かわ ります。

○ もつとならべてもつとつんで楽 しもう。

○ お約束 ごとに気 をつけてやって くだ さ

い 。

ろ うかに出てもいい し,ベ ランダに出て

もいいですよ。

○ 自分のか ごをもつて始めて くだ さい。

(タ ブレッ トで写真を撮 りなが ら,各 グル

ープをまわる。)

○ どの辺までつもうとしているの。

○ がんばれ。がんばれ。

○

○

ほん とだつながつた。

同 じ幅のものをさが したん。

緑ばつか り集 めてつむの。

黄色信号つ けるよ。

も うす ぐで赤つけるよ。

ゆつ くり帰 ってきて。 ゆっ く り前 を見

て座 ってね。

○

○

今 か ら 1分間そ― と歩いてまわ りをぐる

ぐる見て回つて くだ さい。

○ 後で感想 を言つて もらいます。

○ どうで したか。

○

○

もつと ならべて つんで たの しもう

(活動開始 )

○ ベ ランダに行 こ う。

○ 友だちとつなげてベ ラ

○ いろんな色を とって こ

ンダヘ行こつ か

よう。

○

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

最後まで。

先生つないだ。

先生、○○くんとつながった。

うん。すごく難 しかつたよ。

富士山できたよ。

うん。

みんな黄色になったよ。

あと 5分 になった。はや くしな。

あとちょっとでできそ うだったのに。

○

○

山 とか虹がす ごい と

△△ちゃんのまわ り

い と思いま した。

一生懸命体をつ くっ

思いま した。

○ みんなでつなげて最後に迷路になったのがす

ごいと思います。

○

○

思いま した。

にな らべていたのがす ご

てい るのがたいへんだ と

げ

NＪ
マ

ｒ
　
Ｊ

「



教 師 の は た ら き か け 児 童 の 反 応

○ 立ててならべてました。すごいね。

なんで反対向きに したの。

キャ ップをいつぱいな らべて教室は ど

うな りま したか。

どん どんな らべて ,体 全部 を使 つてな ら

べた りつんだ りす るお勉強ができま した。

これか らも体 を使 った図工のお勉強 を し

ていきま しょうね。 よく頑張 りま した。

○

○

○

○ □□くんがキャップを立ててならべていたの

がすごい と思いました。

鬼滅を作つていたのがす ごい と思いました。

色がきれいだか ら。

きれいになった。

キャップだ らけになつた。

○

○

○

○

いろいろな らべて

*板 書

写真②

まとめ ならべて たのしもう。

ひとすくいまで

おな じいろ

いちどにとるのは

はしらない

けらない

なげない

なかよく

まつす ぐ ながく

写真⑤

ぐ る

カラフル

かさねる つむ

まがる

写真⑥

: ,ズ .、 八 ′
.`,‐＼ 了

□
Ｆ

●

商

商

岬
臓

□

□
・

一

一

一

鷹

4



第 1学年分科会 研究協議

1 問題点

(1)造形遊び中における効果的な声かけ 。発間について

(2)よい作品の見つけ方について

(3)造形遊びにおける場の設定について

(4)材料の収集,材料の生かし方について

(5)造形遊びに主体的に取 り組むための支援について

2 解決の―方策

〈問題点 (1)について〉

(1)子 どもたちの活動をもつと引き出せるような言葉を意識 して,声をかければよいのではな

いか。子どもの作品に対しては,「 どうしてそうしたのか。」などと聞いてみるのもよい。

(2)子 ども同士が作品を通じて対話できていた。振 り返 りの時に,作品を撮つた写真を見なが

らみんなで共有したり,互いのよいところを発表し合つたりする時間があつてよかった。

(3)授 業者は,活動中,子 どもたちの作品の面白いところを見つけては,声をかけて称賛して

いてよかった。活動にこだわりをもつ子どもたちにしっかり気付いて,評価できていた。

(問題点 (2)について〉

(1)自 分の言葉で思いを伝える様子や友達の思いを見取つてよりよい使い方ができる子にキャッ

プを渡す様子などが見られた。造形言語である形と色で会話ができており,心が交流していた

場面がたくさん見られた。そういう児童の作品やこだわりを取り上げていて見事であった。

(2)キ ャップを裏返して使 うと,模様がついてないため色がきれいで光沢が出ることに気付き,

それを作品に生かしていた子どもたちの発想の豊かさに感心した。教師がその子に,ど うして

裏返したのかと問うことで,良い意味でのこだわりに気付くことができ,それが周囲にも伝わ

った。自分の作品にこだわっている子をきちんと取 り上げ,よ く見取つていると思った。

〈問題点 (3)について)

(1)教 室だけでなく,廊下やベランダを自由に使えたので,活動がとてもダイナミックになって

よかつた。教室でしたからこそ,机 という限定された場で絵をかくことや作品で教室を取り囲

むということができていた。学校生活の中で,活動を思い出しやすいのではないかと思った。



(2)活動の 1時間日は,椅子を出し,机は置いて自分の席から活動を始めた。机がいらなくなっ

たら教師が出すことにし,廊下とベランダは制限をかけて教室から出ないように言つていた。

(3)授 業者は,体育館は広く,周 りを多くの人に囲まれるとのびのびできないのではないかと考

えた。また,一人の活動にこだわりたい子のために机を残 していた。子どもの思いを汲み取り

普段使つている教室に決めたことが,のびのびと発想豊かな子どもたちの活動につながった。

〈問題点 (4)について〉

(1)昨 年度も同学年でペットボ トルキャップを使つた造形遊びをしていたため,あ る程度の材料

は確保できていた。追加で集めたが,教職員だけで収集 し,地域への協力は呼びかけていない。

(2)他 の材料として透明カップを追加 したが,活動に飽きたときや,“ お助けマン"と して活用

することが目的であり,ペ ットボ トルキャップをメインの材料としたいという授業者の意図が

あった。導入時,「工夫して,大事に使つてね。」という説明をしていたのはとてもよかつた。

〈問題点 (5)について〉

(1)教 師がはじめに並べ方を写真で示 したことが,子 どもの活動の中に生かされていた。

(2)も のを作つては駄 目だとは言つていないので,どの作品も褒めた。漢字を作った子に対 して

も, リクエス トされたことに答えるなどして活動を止めることはしなかった。

(3)ま とまった数のペ ットボ トルキャップを渡 してあげると,ど う使 うか考え,それが取 りかか

りのきっかけになつたのではないかと思つた。写真や動画で撮ったものを活動中に表示 してい

たが,それに目が向くような声かけをすると気持ちが活動に向くこともあつただろう。

9機の課題

(1) 写真や動画など多くの記録を取つていたが,どのように生かしていくのか。いつでも見るこ

とができるように掲示 したり,できた作品を他学年に見せたりするのもよいのではないか。

(2) 教師が言葉がけをすることで子どもたちは自信をもつて活動できる。「すごいね。」の一言で

見てもらえている,頑張ろうという気持ちになる。色遣いや工夫している所など子どものよさ

を見取つて褒めてあげると,他の子どもの耳にも入 り,新 しい活動の展開が見られるだろう。

(3) 計算し考えて場の設定をすること,子 どもたちの思いを汲み取 り大切にすることが生き生き

とした活動につながっていく。活動が停滞 した時には,新しい材料を導入すると,やつてみよ

うという発想がわくのではないか。図工では,自 分の好きな色,形,並べ方を見つけた子,自

分らしさを表せた作品が評価される。

文責 北小松島小学校 藤本 理代

新開小学校   長谷川美穂


